
田島弥平旧宅 秋の普及公開
　世界遺産「富岡製糸場と絹産業遺産群」の構成資産である田島弥
平旧宅をはじめ、歴史的建造物が多く現存する境島村地区におい
て、普及啓発イベントを開催します。
問い合わせ　文化財保護課（☎75－６６7２）

【周辺蚕種製造民家をめぐるスタンプラリー】
　田島弥平旧宅とその周辺の蚕種製造民家の建物を
巡り、スタンプを集めた人に記念品を差し上げます。
スタンプラリー用紙は田島弥平旧宅で配布します。
時間　午前９時～午後４時
　※受け付けは午後３時30分まで

【島村蚕具調査・展示会バックヤードツアー】
　現在調査中の田島弥平旧宅所蔵の養蚕道具や昔の
道具を紹介するバックヤードツアーを行います。
時間　午前９時～午後４時
会場　田島弥平旧宅案内所

【島村さんぽ】
　田島弥平旧宅案内所職員による解説付きの約１時
間のガイドツアーを行います。
　※当日は田島弥平旧宅に集合してください
時間　午前10時～、午前11時30分～、午後２時～

【菊花展】
　伊勢崎菊花同友会による菊の特別展示を行います。
期間　11月１日（水）から19日（日）まで
時間　午前９時～午後４時
会場　田島弥平旧宅

期日　11月19日（日）
入場料　無料

＊　　　　＊
【田島弥平旧宅・上段の間の特別公開】
　田島弥平旧宅主屋１階「上段の間」を特別公開します。
時間　午前９時～午後４時
会場　田島弥平旧宅

【田島武平宅・桑
そう

麻
ま

館
かん

の特別公開】
　田島家の本家にあたる田島武平宅「桑麻館」２階の展
示ミュージアムを特別公開します。
時間　午前10時～午後４時
会場　田島武平宅「桑麻館」

【国登録有形文化財の特別公開】
　田島弥平旧宅周辺の国登録有形文化財である蚕種製
造民家の建物などを特別公開します。
時間　午前10時～午後４時
会場
●田島善一家住宅主屋「進

しん

成
せい

館
かん

」
●田島亀夫家住宅主屋「有

ゆう

隣
りん

館
かん

」および蚕室
●田島達行家住宅主屋「對

たい

青
せい

盧
ろ

」

講演会＆銘仙ミニワークショップ i
イ ン

n 境赤レンガ倉庫
　秋の普及公開に併せて講演会やワークショップなどを行います。当日は田島弥平旧宅と境赤レン
ガ倉庫の間を無料シャトルバスが運行します。詳しくは市ホームページを確認してください。
期日　11月19日（日）
会場　境赤レンガ倉庫
問い合わせ　文化観光課（☎２7－２759）

【講演会】
　境地区の養蚕業に関する講演会を開催します。
時間　午後２時～３時
定員　50人(先着順)
演題　伊勢崎の発展は利根川にあり⁉～利根川と養蚕

の関係を探る～
講師　栗原正博さん（日本造園学会会員）
入場料　無料
申し込み　11月８日(水)から17日（金）

までに専用ホームページ(URLhttps: 
//logoform.jp/form/Gpfu/395 
300)から申し込んでください

【誰でも簡単！ 銘仙ミニワークショップ】
　銘仙着物の端切れを使用して、缶バッチを作りま
す。
時間　午後１時～４時
参加料　100円(材料費)
申し込み　当日直接会場へ

【「いせさき銘仙の日」について知ろう！ 特別展示】
　「いせさき銘仙の日」に関するパネル展示を行いま
す。
時間　午後１時～４時
入場料　無料

▲専用ホームペ
ージ

▲市ホーム
ページ
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伊勢崎市消防団長
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火災の発生を防ぐために
　台所で火を使う時はその場を離れない
ことが重要です。また、電気による火災
も多く発生しています。コンセント周り
は定期的に清掃を行い、たこ足配線の使
用は控えるようにしてください。
　ちょっとしたことが大きな被害へとつ
ながることもありますので、火の取り扱
いには十分気を付けてください。

\\ 消防団員を募集しています//
　消防団員は、市民の安心、安全のため
に活動しています。近年、地域によって
は消防団員のなり手が不足していますの
で、興味のある人は消防本部総務課（☎
25－3511）まで連絡してください。

　消防法や市火災予防条例で、住宅の寝室などに住宅用火
災警報器を設置することが義務付けられています。必ず設
置してください。設置後は小まめに点検し、設置から10年
を経過している物は交換するなど、火災時に正常に機能す
るよう維持管理することが大切です。

火災警報器を設置しましょう

火を消して 不安を消して つなぐ未来
令和５年度の全国統一防火標語

　11月９日（木）から15日（水）までは秋の全国火災予防運動の実施期間です。
これから火災が発生しやすい時季を迎えます。火災予防の意識を高めて、火
災の発生を防ぎ、尊い命を守りましょう。
問い合わせ　消防本部予防課（☎25－3311）

～火災の発生しやすい時季を迎えます～

火災の発生を防ぐために

●ストーブやこんろは安全装置の付いた機器を使用する
●住宅用火災警報器は定期的に点検する
●部屋を整頓し、寝具やカーテンは、防炎品を使用する
●消火器などを設置し、使い方を確認しておく
●避難経路と避難方法を常に確保しておく
●防火訓練や戸別訪問など、地域ぐるみの防火対策を行う

【６つの対策】

●寝たばこは絶対しない、させない
●ストーブの周りに燃えやすい物を置かない
●こんろを使う時は、火のそばを離れない
●コンセントはほこりを清掃し、不要なプラグは抜く

【４つの習慣】

命を守る10のポイント

11月９日は119番の日です
　火事や事故が発生すると、気が動転し落ち着いて119番通報ができません。
電話機のそばに自宅の住所や電話番号を書いた紙を貼るなどして、正確な通報
ができるよう心掛けましょう。
問い合わせ　消防本部通信指令課（☎25－3510）

【通報するときのポイント】
●火事か、救急かをはっきりと伝えてください
●住所は、正しく伝えてください。外出先で住所が分からない場合は、目印とな

る建物や公園、交差点名などをなるべく詳しく伝えてください
●火事の場合、安全な場所から通報し、何が燃えているかなどを伝えてください
●救急の場合、誰が、どうしたのか(けがか病気か)に加え、その人の年齢、性別、 

持病、かかりつけの病院などを、分かる範囲で答えてください
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